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１ 研究の目的 

 

研究主題 

   「表現遊び」「表現」指導の工夫・改善を通して、積極的に身体や言語を使ったコミュニケー

ションができる児童の育成 

 

目指す児童像 

 イメージしたことを、動いたり言葉にしたりして表現できる児童 

～体を動かすって楽しい！～ 

 

研究目標 

「表現遊び」「表現」において、児童が”わかる”ことを実感し、”かかわる”ことを通して、意欲 

的に活動できる楽しい授業になるよう指導方法の工夫・改善や学習資料の工夫について追究する。 

 

研究仮説 

「表現遊び」「表現」における指導方法や学習資料の工夫・改善を行えば、児童が”わかる”ことを

実感し、”かかわる”ことを意識した楽しい授業になるであろう。 

 

 

研究内容 

１ 指導方法の工夫・改善 

 (1) 学習指導要領の内容整理 

(2) 単元計画の基本的な考え方や一単位時   

間の学習指導過程の整理 

 (3) 評価計画の作成 

２ 意図的計画的な学習資料の工夫 

(1) 動き方を分かりやすくイメージさせるた

めの視覚資料の工夫 

 (2) 動き方の想像を広げる表の活用 

（3） かかわりを意識し、意欲的に学習に取り組

むためのワークシートの工夫 

 

２ 研究の内容 

（１）指導方法の工夫・改善 

   ① 学習指導要領の内容整理 

学習指導要領の整理を行い、日南市小体連理事会において、学習会を行った。キーワード 

    となる動きを整理し、どの段階でどのような指導を行うべきか明確化を図った。 

 

   ② 単元計画の基本的な考え方や一単位時間の学習指導過程の整理 

単元計画を見直すにあたって、単元の流れにおける基本的な考え方を整理した。 

     日南市小体連では、各学年部における学習指導要領の内容を２学年に振り分けて実施する    



ことにした。 

単元の流れについては、下図のように整理し、教える内容と児童に考えさせる内容とに分

けて、単元を構成した。次に、単元計画で配置した内容を、一単位時間に振り分け授業を展

開するようにした。 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 評価計画の作成 

     評価規準に盛り込むべき事項について、 

『国立教育政策研究所(2011)「評価規準の作 

成、評価方法等の工夫改善のための参考資料」 

（小学校体育）』を参考に評価規準を設定し 

た。その評価規準をもとに、学習カードを作 

成し、児童が自己評価できるようにした。加 

えて児童がその日の授業でできたことやわかっ 

たことを自由に記述できる欄を設け、かかわ 

り合いを意識できる工夫をした。 

 

 

【1 単位時間の内容振り分け】 【基本的な考え方を示した表】 

【1 単位時間の学習指導過程】 

【評価と学習カード】 

表現運動の約束 

① 人でできる。誰とでできる。 

② はずかしがらず、思い切りやる。 

③ 自分のアイディアを１つは出す。 



 （２）意図的・計画的な学習資料の工夫 

   ① 動き方をわかりやすくイメージさせるための視覚資料の活用 

     児童が「表現してみたい。楽しそう。」と 

思えるようなカードを用意し、活動に取り組 

ませることにした。例えば、宇宙や海底の様  

子のカードをいくつか用意し、視覚的にとら 

え、イメージをふくらませたり、表現内容を 

考えやすくしたりするために活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

   ② 動き・動き方の想像を広げる表の活用 

                          

まず、動き・動き方がイメージ

できるように学習指導要領を基に

基本的なことを言葉でまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

次に、児童が動き方をイメージしやすくするために、 

学年の段階に応じた動き方を明確にした表を考えた。 

低学年の児童には、一人でもできる基本的な動きを意 

識させる動き方を示した。中学年の児童には、表現内 

容を考える際、少し広がりのもてる動き方を示してい 

る。高学年の児童には、グループでの動きを意識させ、 

より想像を広げ、いろいろな動きにつなげてもらいた 

いものを示している。 

 

 

この表を活用することで、変化を楽しみながら表現運動に取り組ませることができると考

えた。南那珂地区での１２年間を見通したつながりを意識させる上でも有効であると考えた。 

 

【イメージカード】 

  

 
 

【動きに関してまとめた表】 

【動きを広げるための表】 

学年ごとの動

き方の明確化 

絵と言葉を結びつ

けた動き方の提示 

 



     ③ 児童がかかわりを意識し、意欲的に学習に取り組むためのワークシートの工夫 

     かかわりをより意識して活動に取り組むことができるようにするため、ふり返りカードを

活用した。発達段階に応じたかかわりが深まっていくように、学年ごとのつながりあるもの

を考えた。評価項目にかかわりに関する事柄を設け、周りとかかわることでできることが増

えていくことを実感できるようにした。また、お互いを認め合い、意欲をもって学習へ取り

組むことができるようなワークシートの在り方を考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究の結果と考察 

  ○ 研究の方向性を定め、学習指導要領をもとに学習会を行うことによって、表現遊び等の授業イ  

メージを小体連理事会の中で共有化することができた。 

 ○ 動き・動き方を示した一覧表を活用したことで、学年ごとの指導に生かすことができた。 

 ○ 視覚的資料を作成したことで、表現内容に広がりが見られ、表現運動に意欲的に取り組むこと

ができた。 

 ○ 児童自身の意識の変化や児童自ら様々な動き方を表現する楽しさを実感することができた。 

 ● 本研究を南那珂地区に広げ、活用を進める必要がある。 

 ● 今後も“かかわる”を意識して活動できる学習資料を作成し、実践を継続する。 

 ● 今後もさらに”かかわる”から”できる”へつながる授業づくりを追究していく。 

 

グループごとに学習内容

を考えやすくするための

ワークシートの工夫 

【かかわりを意識できるためのワークシート】 

〉 

かかわりを意

識させるため

の項目を明記 


